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The reflection of clinical experience which were influenced to
the growth from competent nurse to proficient nurce
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の内容を表３に示す｡ 以後､ 本文中の【 】は






















参加者 経験年数 体験の時期 面接時間
Ａ ５年４ヶ月 ５年目 120分
Ｂ 11年４ヶ月 ６年目 150分
Ｃ 11年４ヶ月 ３年目 150分
Ｄ ７年４ヶ月 ３年目 90分
Ｅ ８年４ヶ月 ８年目 90分
Ｆ ８年５ヶ月 ５年目 150分
Ｇ ８年５ヶ月 ４年目 90分
Ｈ ９年５ヶ月 ６年目 120分
Ｉ ７年６ヶ月 ６年目 120分
Ｊ ８年６ヶ月 ３年目 120分





局 面 側 面 大カテゴリー カテゴリー
１. 問題の原因
と所在追求














































































































CaseＤは ｢やっぱり当時は (患者の) 一点しか
見ることができてなくて､ 先入観のままに見て
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局 面 側 面 大カテゴリー カテゴリー
３. 意思決定に
おける価値判断
患 者 ・ 家 族 に










































































































































































































































































































































































































































したものである｡ また､ 本研究結果は､ 第８回
日本看護管理学会年次大会で発表した｡
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